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－ みんなで、ヨイショ !! －
香住幼稚園もちつき大会

　来年度 2学期から新しい園舎に移転する香

住幼稚園（宮口和恵園長、47 人）の園児たち

が昨年 12 月 7 日、現在の園舎で最後となるも

ちつき大会を行いました。

　ついたもちは計 6うす。「ヨイショ」の掛け

声に合わせて、交代できねを振るった園児たち。

さて、だれが一番上手につけたかな。
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町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
希

望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧

年
中
は
町
政
推
進
に
あ
た
り
、
各
分
野
に
お
い
て
多

大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
７
月
に
世
界
各

国
か
ら
多
く
の
人
々
が
集
う
中
で
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に

お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
各
国
選
手
の
躍
動
感
、
ひ

た
む
き
に
競
技
に
打
ち
込
む
そ
の
姿
、
な
に
よ
り
日

本
人
選
手
の
活
躍
に
多
く
の
皆
様
が
感
動
を
覚
え
ら

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
再
生
医
療

や
新
薬
の
開
発
な
ど
に
大
き
な
可
能
性
を
持
つ
人
工

多
能
性
幹
細
胞
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
）
の
研
究
・
開
発
で

25
年
ぶ
り
２
人
目
と
な
る
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞

を
受
賞
し
た
山
中
伸し

ん

や弥
京
都
大
学
教
授
な
ど
、
世
界

で
活
躍
す
る
日
本
人
の
目
覚
ま
し
い
活
躍
に
胸
が
躍

る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　　

そ
の
一
方
で
、
世
界
的
な
景
気
の
低
迷
が
国
内
に

お
い
て
も
消
費
の
冷
え
込
み
や
雇
用
不
安
を
生
ん
で

い
ま
す
。
特
に
地
方
で
は
、
経
済
・
財
政
基
盤
の
弱

さ
に
加
え
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
も
重
な
り
、

本
町
を
含
む
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
以
前

に
も
増
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
端
を
発
す
る
原
子
力
発

電
所
の
停
止
な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
も
顕
在
化
し
、

昨
夏
は
皆
様
に
も
節
電
な
ど
で
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
問
題
は
、
今
後
の
日
本
、
今
後
の
地
方

の
在
り
方
に
対
し
て
大
き
な
課
題
を
投
じ
て
い
ま
す
。

本
町
と
し
ま
し
て
も
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

課
題
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄

を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
捉
え
、
解
決
に
向
け
て
皆
様

と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。し
か
し
、こ
う
し
た
問
題
を「
嵐
の
中
へ
の
船
出
」

と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
地
方
が
そ
の
身
の
丈

に
合
っ
た
、
そ
し
て
地
に
足
の
つ
い
た
社
会
を
創
る

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
と
考
え
て
、
そ
の

た
め
に
も
国
内
外
の
情
勢
を
見
定
め
、
職
員
と
も
ど

も
一
丸
と
な
っ
て
ま
い
進
す
る
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
合
併
８
年
目
で
第
２
期
町
政
の
最
終
年
度

と
な
っ
た
昨
年
は
、
３
月
に
策
定
し
た
香
美
町
総
合

計
画
の
後
期
基
本
計
画
を
基
本
と
し
、
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
お
よ
び
第
２
期
行
財
政
改
革
大
綱
に
基

づ
く
実
施
計
画
に
よ
り
「
創
造
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
そ
し
て
、
皆
様
の

ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
中
で
、
必
要
な
事

業
の
選
択
と
集
中
を
図
り
、
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら

し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
多
く
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　

産
業
振
興
の
面
で
は
、
町
内
の
地
域
資
源
を
最
大

限
に
生
か
し
た
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、
産
業
団
体

間
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
１
次
産
業
の
農

林
水
産
業
と
２
次
産
業
の
製
造
・
販
売
業
、
３
次
産

業
の
観
光
業
を
有
機
的
に
結
合
さ
せ
て
６
次
産
業
化

の
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
と
、
町
内
産
品
を
活
用
し

た
新
た
な
特
産
品
づ
く
り
に
対
し
助
成
制
度
な
ど
を

設
け
て
推
進
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
結
実
す
る
に
は
ま
だ
時
間

が
掛
か
り
ま
す
。
現
在
、
６
次
産
業
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
各
種
団
体
や
地
域
に
は
大
い
に
期
待
す
る
と

と
も
に
、今
後
も
町
内
に
新
し
く
大
き
な
「
可
能
性
」

と
い
う
花
を
咲
か
せ
、
そ
れ
が
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
よ
う
に
「
耕
し
、
種
を
ま
き
、
育
て
る
」
取
り

組
み
を
皆
様
と
と
も
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
の
面
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
産
ま
れ
育
つ
よ
う
、
妊
婦
健
康
診
査
や
特
定
不
妊

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

香美町長 長 瀬 幸 夫
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治
療
費
へ
の
助
成
、
入
院
・
通
院
に
か
か
る
医
療
費

の
無
料
化
を
小
学
３
年
生
ま
で
拡
充
し
た
ほ
か
、
小

学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒
の

入
院
に
係
る
医
療
費
の
全
額
助
成
を
行
い
、
子
育
て

に
か
か
る
経
費
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
働

き
な
が
ら
子
育
て
を
行
う
家
庭
の
負
担
を
減
ら
そ
う

と
、
保
育
園
の
保
育
料
を
一
部
見
直
し
て
軽
減
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
づ
く
り

と
し
て
平
成
23
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
香
住

小
学
校
の
新
校
舎
が
８
月
に
完
成
し
、
２
学
期
か
ら

子
ど
も
た
ち
が
新
た
な
学
び
舎や

で
の
生
活
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
皆
様
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
必
要

不
可
欠
と
な
る
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
面
で

は
、
災
害
時
の
迅
速
・
的
確
な
指
揮
系
統
を
確
立
す

る
た
め
に
、
役
場
総
務
課
内
に
防
災
安
全
室
を
設
置

し
た
ほ
か
、
平
成
23
年
11
月
に
発
足
し
た
香
美
町
高

齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
に
こ
に
こ
香
美

ネ
ッ
ト
）
の
充
実
や
、
各
区
・
自
治
会
や
香
美
町
社

会
福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
い
た
だ
い
た

福
祉
・
防
災
マ
ッ
プ
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
安
全
な

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
、
平
成
22
年
度
か

ら
整
備
を
進
め
て
い
た
香
住
区
の
森
浄
水
場
が
11
月

に
完
成
・
供
用
開
始
し
た
ほ
か
、
蘇
武
ト
ン
ネ
ル
か

ら
の
湧
水
を
活
用
し
た
村
岡
浄
水
場
の
整
備
に
も
着

手
し
、
本
年
秋
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

迎
え
ま
す
平
成
25
年
度
は
第
３
期
町
政
の
ス
タ
ー

ト
の
年
と
な
る
と
と
も
に
、
第
２
次
行
財
政
改
革
大

綱
の
最
終
年
度
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
節
目
の

年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
町
政
全
般

を
客
観
的
に
、
そ
し
て
真し

ん

し摯
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、

皆
様
が
ふ
る
さ
と
香
美
町
を
誇
り
に
し
「
こ
の
町
に

生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
。
こ
の
町
に
住
ん
で
い
て
よ

か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
次
の
点
に

つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
そ
の
基
本
理

念
の
浸
透
に
努
め
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。
ま
た
「
但
馬
・
理
想
の
都
の
祭
典
」

か
ら
20
年
の
節
目
を
迎
え
る
平
成
26
年
度
に
開
催
す

る
「
夢
但
馬
２
０
１
４
」
は
、
公
民
協
働
で
但
馬
地

域
を
創
生
し
よ
う
と
す
る
県
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す

が
、
本
町
で
も
そ
の
準
備
・
協
力
を
通
し
て
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
深
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

②
子
育
て
支
援
対
策
で
は
、
子
育
て
支
援
計
画
の
策

定
に
着
手
し
、
今
後
の
幼
稚
園
と
保
育
園
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
図
り
ま
す
。

③
産
業
振
興
対
策
で
は
、
６
次
産
業
化
を
さ
ら
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を
策

定
し
て
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
産
業
活
性

化
に
よ
る
雇
用
の
創
出
を
進
め
る
ほ
か
、
海
の
文
化

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
の
情
報
発
信
を
進
め
ま
す
。

④
教
育
環
境
整
備
で
は
、
昨
年
着
手
し
た
香
住
幼
稚

園
の
改
築
と
合
わ
せ
、
村
岡
小
学
校
の
耐
震
化
に
伴

う
改
修
お
よ
び
村
岡
幼
稚
園
の
改
築
を
行
い
、
学
校

施
設
の
耐
震
化
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
皆
様

の
教
育
環
境
へ
の
考
え
方
を
ご
教
示
い
た
だ
く
た
め

に
、
再
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
説
明
会
を
通
し
て

意
見
集
約
を
行
い
、
今
後
の
学
校
教
育
の
在
り
方
を

検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
防
災
行
政
無
線
、
北
但

広
域
ご
み
処
理
施
設
、
但
馬
こ
う
の
と
り
周
産
期
医

療
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整
備
が
本
格
化
し
ま
す
。
こ
う

年頭あいさつ

し
た
施
策
を
進
め
る
上
で
基
本
と
な
る
町
の
財
政
状

況
で
す
が
、
ご
心
配
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
し
た
実

質
公
債
費
比
率
は
、
平
成
23
年
度
決
算
で
20
・
７
％

と
前
年
度
を
２
・
１
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
財
政
の
健

全
化
を
確
実
に
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
は

合
併
算
定
替
制
度
に
基
づ
き
地
方
交
付
税
が
段
階
的

に
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
な
が
ら
事
業
の
選
択
と
集
中
に
努
め
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
巳み

（
蛇
）
年

で
す
。
生
命
力
が
強
く
、
脱
皮
を
繰
り
返
す
こ
と
か

ら
再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
、
受
け
た
恩
を
忘
れ
ず

に
必
ず
恩
返
し
を
行
う
生
き
物
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
と
の
連
携
、
協
働
を
さ
ら
に
深
め
な
が
ら
、
力

強
い
一
歩
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
い
た
だ
い
た
ご
指
導
や
ご
鞭べ

ん

た

つ撻

に
報
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
年
も
全
力
で
町

政
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
の
で
、
な
お
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
て
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

人
権
啓
発
作
品
表
彰
式
・
人
権
講
演
会
を
開
催

　

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
12
月
の
「
世
界

人
権
宣
言
」
を
記
念
し
て
翌
年
か
ら
始

ま
っ
た
人
権
週
間
も
昨
年
12
月
で
64
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
併
せ
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
啓
発
関
連
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
本
町
で
も
人
権
尊
重
の
啓
発
活
動

を
推
進
し
よ
う
と
昨
年
12
月
９
日
、
香
住

区
中
央
公
民
館
で
人
権
講
演
会
が
行
わ
れ
、

人
権
問
題
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
よ
う
と

多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
人
権
啓
発
作

品
表
彰
式
で
は
、
昨
年
募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー
、

標
語
、
作
文
に
つ
い
て
、
各
部
門
の
入
選
作

品
の
代
表
者
に
長
瀬
町
長
が
表
彰
状
を
贈
り

ま
し
た
。
併
せ
て
、
第
32
回
全
国
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
兵
庫
県
大
会
但
馬
地
区

予
選
入
賞
者
の
表
彰
状
の
伝
達
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
「
人
権
啓
発
作
品

集
」
に
ま
と
め
、
３
月
に
全
世
帯
や
関
係
機

関
な
ど
に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

人
権
啓
発
作
品
入
選
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
標
語
の
部
】

【
作
文
の
部
】

◇ 

第
32
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
兵

庫
県
大
会
但
馬
地
区
予
選
入
賞
者
（
敬
称
略
）

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

人
権
は
人
を
思
い
や
る
心
か
ら
始
ま
る

山
本 

健
治 

氏

　

山
本
さ
ん
は
、
昭

和
18
（
１
９
４
３
）

年
12
月
生
ま
れ
の
69

歳
。
民
間
勤
務
を
経

て
大
阪
府
高
槻
市
議

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課

▲長瀬町長から表彰状を授与される受賞者

松
岡 

怜
奈
（
香
住
小
１
年
）、裏
戸 

槙ま

き

こ子
（
奥

佐
津
小
６
年
）、
神
田 

侑ゆ

う

た汰
（
佐
津
小
６
年
）、

友
田 

柚ゆ

ず

は葉
（
柴
山
小
４
年
）、松
井 

理
紗
（
長

井
小
６
年
）、
奥
田 
慧け

い

し士
（
余
部
小
２
年
）、

西
岡 

蒼あ

お

い生
（
村
岡
小
６
年
）、
中
村 

優ゆ

づ

き月

（
兎
塚
小
２
年
）、
北
村 

龍り

ゅ

う

と翔
（
射
添
小
３

年
）、
水
間 

美
花
（
小
代
小
５
年
）、
千ち

あ

し足 

南
々
子
（
香
住
一
中
１
年
）、松
江 

美
穂
（
香

住
二
中
３
年
）、
古
川 

百も

も

か華
（
村
岡
中
２
年
）、

田
野 

杏
奈
（
小
代
中
２
年
）

小
林 

蓮れ
ん

（
香
住
小
６
年
）、
寺
川 

愛あ

い唯
（
柴

山
小
５
年
）、
田
原 

弘ひ

ろ

た

か嵩
（
長
井
小
２
年
）、

井
上 

真ま

り

あ

里
愛
（
射
添
小
１
年
）、
田
村 

佑
市

郎
（
小
代
小
２
年
）、
山
本 

哲
也
（
香
住
一

中
３
年
）、
松
江 

美
穂
（
香
住
二
中
３
年
）、

西
口 

早さ

り

な

梨
菜
（
村
岡
中
２
年
）、
小
林 

優
香

（
小
代
中
２
年
）

金
賞
▼
中
村 

睦
（
村
岡
中
１
年
）、
銀
賞
▼

瀬
戸
浦 

佑
奈
（
香
住
一
中
３
年
）、
裏
戸 

茅か

や

こ子
（
香
住
二
中
３
年
）、
銅
賞
▼
中
村 

楓

（
小
代
中
１
年
）

人
権
講
演
会

人
権
啓
発
作
品
表
彰
式

で築こう「人権の世紀」
～ 考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心 ～みんな

竹
中 

陽ひ

な菜
（
香
住
小
１
年
）、
田
中 

龍
之

介
（
奥
佐
津
小
５
年
）、
嶋
田 

八
雲
（
佐
津

小
４
年
）、
藤
原 

さ
く
ら
（
柴
山
小
５
年
）、

橋は

し

し

た下 

な
な
せ
（
長
井
小
６
年
）、
川
本 

真

由
（
余
部
小
５
年
）、
今
岡 

功
貴
（
村
岡
小

１
年
）、
福
井 

峻
し
ゅ
ん

（
兎
塚
小
２
年
）、
宅
見 

涼す

ず

か花
（
射
添
小
６
年
）、
明あ

け

ぼ

の

保
能 

弘こ
う
し
ょ
う翔

（
小

代
小
６
年
）、
山
本 

結ゆ

き貴
（
香
住
一
中
１
年
）、

田
中 

美
咲
（
香
住
二
中
２
年
）、
林
本 

鈴れ

い

た太

（
村
岡
中
２
年
）、
井
上 

敦
（
小
代
中
３
年
）、

川
端 

由
貴
（
香
住
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
田
野 

雅

子
（
兎
塚
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
岡
本 

美
春
（
射
添

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
本
城 

由
佳
（
小
代
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

田
中 

香
（
村
岡
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、今
井 

鈴
代
（
小

代
区
秋
岡
）

　

平
成
25
年
度
に
北
但
行
政
事
務
組
合
の

行
う
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
は
、

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
指
名
願
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
平
成
24
年
度
の
入
札
参

加
資
格
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
業
者

は
、
今
回
あ
ら
た
め
て
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
（
平
成
24
〜
25
年
度
の
２
ヵ

年
有
効
な
た
め
）。

　

審
査
の
結
果
、
入
札
参
加
資
格
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
た
業
者
は
同
組
合
の
入
札

参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載
し
ま
す
が
、
こ

れ
に
よ
り
必
ず
入
札
へ
の
参
加
が
約
束
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

受
付
対
象
種
別

　

建
設
工
事
や
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

な
ど
の
業
務
、
物
品
製
造
・
役
務
の
提
供
な
ど

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
限

　

平
成
26
年
３
月
31
日

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
の
皆
さ
ん
へ

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

追
加
受
け
付
け

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

北
但
行
政
事
務
組
合

　

℡
０
７
９
６
・
24
・
５
５
０
４
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

放課後児童クラブ入所児童の募集
平成25年度

●問い合わせ先　町教育委員会こども教育課

　放課後児童クラブでは、

保護者などが仕事で昼間

家庭にいない幼稚園児お

よび小学生をお預かりし、

遊びや自習などを通して、

安心で楽しい時間を送れ

るようにしています。

募集クラブと開設時期

　・香住幼稚園内「スマイルかすみ」…通年、幼稚園児

　・香住老人福祉センター内「スマイルかすみ」…通年、小学生

　・村岡小学校内「ふれあいむらおか」…通年

　・兎塚小学校内「ふれあいうづか」…通年

　・射添小学校内 「ふれあいいそう」…夏休みのみ

対象児童

　昼間、家庭に保護者などがいない幼稚園から小学 4年

生までの児童（障害のある児童は中学 3年生まで）

募集人数

　各クラブ約 30人

開設日

　月～土曜日（祝日、年末年始、お盆は除く）

開設時間

　幼稚園または小学校の終業時～ 18:00

　（土曜日および夏、冬、春休みは 8:00 ～ 18:00）

利用料

　児童一人につき月額 7,000 円

　※おやつ代、保険料などは別途必要

申し込み方法

　町教育委員会こども教育課または香住区中央公民館にあ

る入所申込書に必要事項を記入し、1月 31 日（木）まで

に提出してください。

※ 期限後も申し込みを受け付けますが、入所条件を満たさ

ない場合や定員を超えた場合は、入所をお断りすること

があります。

会
議
員
を
２
期
、
大
阪
府
議
会
議
員
を
１
期
務

め
た
後
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
転
じ
、
テ
レ
ビ

番
組
な
ど
に
出
演
。
そ
の
辛
口
コ
メ
ン
ト
は「
ヤ

マ
ケ
ン
節
」
と
呼
ば
れ
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

現
在
は
テ
レ
ビ
に
は
出
演
せ
ず
、
議
員
時
代
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
児
童
虐
待
問
題
や
環
境
問

題
な
ど
に
つ
い
て
講
演
活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ

る
ほ
か
、
議
員
活
動
後
に
知
っ
た
「
掃
除
」
の

大
切
さ
を
踏
ま
え
て
、
20
年
近
く
に
わ
た
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
公
共
施
設
の
掃
除
を
行
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

冒
頭
、
今
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

に
つ
い
て
「
カ
キ
ク
ケ
コ
」
に
な
ぞ
ら
え
て
説

明
。
貧
富
の
「
格
差
拡
大
（
カ
）」、
負
け
た
者

を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
競
争
（
キ
）」、

も
の
づ
く
り
や
農
林
水
産
業
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を
持
て
な
い
精
神
の

「
空
洞
化
（
ク
）」、
高
齢
者
に
対
す
る
尊
敬
の

念
が
薄
ら
い
で
い
る
「
高
齢
化
（
コ
）」
の
５

つ
が
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
と
っ
て

大
き
な
弊
害
と
な
っ
て
い
る
と
持
論
を
展
開
。

そ
し
て
「
掃
除
」
に
こ
そ
解
決
の
糸
口
が
あ
る

と
し
て
、
き
れ
い
に
な
っ
た
場
所
や
掃
除
を
す

る
人
へ
の
「
感
動
・
感
謝
（
カ
）」、
ど
う
す
れ

ば
き
れ
い
に
な
る
の
か
、
ど
う
し
て
汚
れ
る
の

か
に
「
気
付
き
（
キ
）」、
掃
除
を
す
る
人
の
苦

労
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、
汚
さ
な
い
よ

う
に
工
夫
を
す
る
「
苦
労
・
工
夫
（
ク
）」、
継

続
し
て
、進
ん
で
人
の
嫌
が
る
掃
除
を
行
う
「
継

続
・
謙
虚
な
気
持
ち
（
ケ
）」、
多
く
の
人
が
心

を
一
つ
に
し
て
掃
除
を
行
い
、
物
を
磨
く
だ
け

で
な
く
心
を
磨
く
「
心
あ
わ
せ
・
心
磨
き
（
コ
）」

の
５
つ
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　

「
人
権
問
題
は
人
間
の
心
が
生
み
出
す
悲
し

い
ご
み
」
と
し
て
、
気
配
り
や
思
い
や
り
の
心

の
大
切
さ
を
語
る
山
本
さ
ん
。
だ
れ
に
で
も
で

き
る
こ
と
を
丁
寧
に
、
ば
か
に
せ
ず
に
行
う
こ

と
で
心
を
磨
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
、
最

後
に
「
明
る
い
あ
い
さ
つ
（
ア
）」
は
相
手
を

見
る
出
発
点
、
人
が
見
て
い
て
も
見
て
い
な
く

て
も
「
い
き
い
き
（
イ
）」
と
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、

「
う
き
う
き
（
ウ
）」
と
い
つ
も
「
笑
顔
（
エ
）」

で
、す
べ
て
の
人
が
支
え
合
い
生
き
て
い
る
「
お

互
い
さ
ま
（
オ
）」
の
「
ア
イ
ウ
エ
オ
」
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

申
請
書
の
受
付
期
間　

　

２
月
12
日
（
火
）
〜
３
月
12
日
（
火
）

　

（
必
着
・
郵
送
可
）

申
請
書
の
様
式
な
ど

　

申
請
書
の
様
式
や
提
出
要
領
は
、
同
組

合
事
務
所
窓
口
で
配
付
し
て
い
る
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.hokutan.

jp/

）
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

申
請
書
の
提
出
先

　

〒
６
６
８
‐
０
０
１
１

　
　

豊
岡
市
上
陰
１
７
８
番
地
の
１

　
　

北
但
行
政
事
務
組
合　

施
設
整
備
課
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

平
成
23
年
11
月
の
ス

タ
ー
ト
か
ら
１
年
余
り
が

経
過
し
た
「
に
こ
に
こ
香

美
ネ
ッ
ト
」（
香
美
町
高

齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）。
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
見
守

る
取
り
組
み
が
徐
々
に
広
が
り
を
み
せ
て

い
ま
す
（
ふ
る
さ
と
香
美
第
81
号
に
概
要

を
掲
載
）。

　

こ
れ
ま
で
に
、
地
域
や
協
力
事
業
所
の

皆
さ
ん
か
ら
の
通
報
に
よ
っ
て
適
切
な
支

援
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
１
年
間
の
歩
み
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

現
在
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
通
報
は
22
件

で
、
そ
の
通
報
元
と
内
訳
は
医
療
機
関
が

10
件
、
民
生
委
員
・
民
生
協
力
委
員
が
４

件
、
協
力
事
業
所
が
３
件
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
が
３
件
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
関
係
機
関
が
２
件
。
そ
の
一
例
と
し

て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

―
―
早
朝
４
時
ご
ろ
外
を
歩
い
て
い
た

（
一
人
暮
ら
し
の
80
歳
代
女
性
）

　

役
場
職
員
が
家
庭
訪
問
を
行
っ
て
安
全

用
タ
ス
キ
の
着
用
を
促
し
た
ほ
か
、
親
族

に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
案
内
。

―
―
自
宅
の
新
聞
受
け
に
２
日
分
の
新
聞

が
た
ま
っ
て
い
た

（
一
人
暮
ら
し
の
80
歳
代
男
性
）

　

民
生
委
員
や
ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
内
で
う

ず
く
ま
っ
て
い
た
本
人
を
発
見
。
救
急
搬

送
さ
れ
て
治
療
を
受
け
た
。

　

昨
年
３
月
末
ま
で
に
、福
祉
・
防
災
マ
ッ

プ
の
要
援
護
者
台
帳
登
録
者
や
75
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
計
１
５
８
６

人
に
、
本
人
の
緊
急
時
連
絡
先
や
持
病
な

ど
の
情
報
が
入
っ
た
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト(

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器)

を
配
付
し

ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
か
ら
現
在
ま
で
に

75
歳
を
迎
え
た
２
３
１
人
を
訪
問
。
キ
ッ

ト
の
配
付
と
要
援
護
者
登
録
手
続
き
を
ご

案
内
し
ま
し
た
。

　

に
こ
に
こ
香
美
ネ
ッ
ト
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
よ
う
と
、
協
力
事
業
所
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・ 

第
１
段
階
（
に
こ
に
こ
香
美
ネ
ッ
ト
の

組
織
づ
く
り
）
は
で
き
た
。
次
の
段
階

で
は
「
見
守
る
人
」
を
増
や
す
こ
と
が

必
要
。

・ 

制
度
の
周
知
を
図
る
た
め
、
各
区
・
自

治
会
の
協
力
を
求
め
て
は
ど
う
か
。

・ 
広
報
紙
や
広
告
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ
、
各
種

行
事
で
の
普
及
・
啓
発
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

　

ま
た
「
に
こ
に
こ
香
美
ネ
ッ
ト
の
充
実

を
図
る
た
め
の
研
修
会
を
企
画
す
る
場
合
、

ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
希
望
す
る
か
」
と

い
う
設
問
に
対
し
て
①
倒
れ
た
人
を
発
見

し
た
時
の
対
応
②
認
知
症
の
知
識
や
対
応

③
地
域
で
高
齢
者
な
ど
を
支
え
る
方
法
―

の
順
で
回
答
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
昨
年
11
月
30
日
、
役
場

本
庁
舎
で
「
倒
れ
た
人
を
発
見
し
た
時
の

対
応
方
法
」
と
題
し
て
美
方
広
域
消
防
本

部
か
ら
講
師
を
招
き
、
研
修
会
を
開
催
。

参
加
し
た
協
力
事
業
所
や
民
生
委
員
の
皆

さ
ん
は
講
師
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
に
こ
に
こ
香
美
ネ
ッ
ト
へ
の
加

入
推
進
や
制
度
の
周
知
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
〝
支
え
あ
い
の
心
〞

と
〝
優
し
い
ま
な
ざ
し
〞
が
、
高
齢
者
や

一
人
暮
ら
し
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
力
強
い

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
よ
う
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

通 信
●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

いきいき
に
こ
に
こ
香
美
ネ
ッ
ト

に
こ
に
こ
香
美
ネ
ッ
ト

さ
り
げ
な
い
見
守
り
の
輪
を
さ
ら
に
！

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布
―
―

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布
―
―

こ
れ
ま
で
の
通
報
件
数
は
―
―

こ
れ
ま
で
の
通
報
件
数
は
―
―

住
み
慣
れ
た
場
所
で

住
み
慣
れ
た
場
所
で

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
―
―

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
―
―

皆
さ
ん
の
〝
声
〞
を

皆
さ
ん
の
〝
声
〞
を

今
後
に
生
か
す
た
め
に
―
―

今
後
に
生
か
す
た
め
に
―
―

▲ 救急医療情報キットシール
（冷蔵庫用、実物はカラー）

▲ 昨年 11 月 30 日開催の研修会では、参加した皆さん
が講師の説明を聞きながらメモをとるなど、真剣に
聞き入っている様子でした。

〜 

発
足
か
ら
１
年
間
を
振
り
返
っ
て 

〜
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

～ 若者にありがちな契約トラブル ① ～～ 若者にありがちな契約トラブル ① ～

【事例】

　「新しい会員を加入さ

せて商品を販売すると絶

対もうかる」と言われて、

ある商品の販売組織に加

入した。その際、高額な

健康食品を買い取った。

　しかし全然売れないの

で、脱退して代金を返し

てほしい。

【ひとことアドバイス】

◇ 販売組織の会員となり、自分の周りの人を次々

に加入させて商品を販売しマージンを得よう

とするマルチ商法です。

　 これは連鎖販売取引といわれ、トラブルが起

きやすいことから法律で規制されています。

◇ 会員になっても商品が売れずに在庫を抱える

ことになるだけでなく、強引な勧誘をして気

付かないうちに友人や家族から見放されるこ

ともあります。

◇ 訪問販売や電話勧誘販売のクーリングオフ期

間は 8日間ですが、マルチ商法の場合は 20

日間です。

◇ 加入時の勧誘に問題があれば、20日を過ぎて

いても契約解除ができる場合もあります。

相談は

　こちらへ…

役場消費生活相談窓口（町民課内）
　℡ 0796・36・1941（直通）
たじま消費者ホットライン
　℡ 0796・23・1999
※相談無料で秘密は厳守 !!

こんな
とき、どうする？

　

普
段
、
何
げ
な
く
見
て
い
る
家
の
周
囲

で
す
が
、
地
震
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、

ベ
ラ
ン
ダ
や
屋
根
か
ら
の
落
下
物
、
ガ
ラ

ス
の
破
片
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
な
ど
多

く
の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
危
険
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

も
、
日
ご
ろ
か
ら
家
の
周
囲
を
よ
く
点
検

し
、
万
一
の
際
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
耐
震

診
断
や
耐
震
補
強
を
行
い
、
安
全
・
安
心

な
住
ま
い
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

屋
根

　

・ 

屋
根
に
ひ
び
割
れ
、
ず
れ
、
は
が
れ

問い合わせ先

　役場総務課防災安全室

家
の
周
囲
の
安
全
を
確
保
し
よ
う

地
震
に
備
え
る
！

が
あ
れ
ば
補
強
す
る
。

　

・ 

ア
ン
テ
ナ
は
し
っ
か
り
と
固
定
す
る
。

ベ
ラ
ン
ダ

　

・ 

常
に
整
理
整
と
ん
す
る
。

　

・ 

鉢
植
え
な
ど
は
落
下
し
な
い
よ
う
に

低
い
位
置
に
置
く
か
固
定
す
る
。

窓
ガ
ラ
ス

　

・ 

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張
る
。

　

・ 

強
化
ガ
ラ
ス
に
交
換
す
る
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

　

・ 

鎖
で
し
っ
か
り
と
固
定
す
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
門
柱

　

・ 

ひ
び
割
れ
や
傾
き
が
あ
れ
ば
修
理
す

る
。

　

・ 
土
中
に
し
っ
か
り
と
し
た
基
礎
部
分

が
な
い
も
の
や
鉄
筋
が
入
っ
て
い
な

い
も
の
は
補
強
す
る
。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

文 

芸 

か 

み

小
代
俳
句
教
室

野
に
土
管
ご
ろ
ん
ご
ろ
ん
と
冬
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田 

ま
ち
子

草
刈
る
や
コ
オ
ロ
ギ
乳
房
ぬ
す
み
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 
捷
子

恥
ら
ひ
の
雪
を
か
ぶ
り
て
姫
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中 

富
美
代

日
向
ぼ
こ
は
昨
日
の
こ
と
ね
今
日
の
数
珠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

美
千
代

小
雪
舞
ふ
姑
と
大
根
引
い
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
庭 

正
江

卒
塔
婆
の
一
基
お
ち
つ
く
冬
木
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

選
者　

尾
崎 

龍
し
げ
み

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化
協
会
所
属
の
各

団
体
の
俳
句
・
短
歌
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
内
の
表
彰
受
賞
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

兵
庫
県
林
業
賞

　

 

雪
に
強
い
森
づ
く
り
の
推
進
と
森
林
環
境
教
育
の

実
践

　
　

小
代
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

兵
庫
県
と
も
し
び
の
賞

　

 

俳
句
の
創
作
、
普
及
推
進
、
後
進
の
育
成
を
通
し

た
地
域
文
化
の
向
上

　
　

三
宅
睦
子
（
香
住
区
浦
上
）

香
美
町
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
賞

　

香
美
町
商
工
会
青
年
部

　

日
本
の
滝
百
選
「
猿
尾
滝
」
観
光
ガ
イ
ド
の
会

　

香
住
丼
を
広
め
る
会

　

特
定
非
営
利
法
人 

た
じ
ま
海
の
学
校

第
14
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会

　

総
合
部
門
金
賞

　
　

中
村 
博
（
村
岡
区
市
原
）

　

総
合
部
門
特
別
優
秀
賞

　
　

前
田
智
惠
子
（
村
岡
区
板
仕
野
）

　

栽
培
部
門
水
田
環
境
特
Ａ
特
別
優
秀
賞

　
　

田
中
敬
二
（
村
岡
区
板
仕
野
）

第
９
回
お
米
日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト
ｉ
ｎ
し
ず
お
か
２

０
１
２

　

特
別
最
高
金
賞

　
　

田
中
敬
二
（
村
岡
区
板
仕
野
）

　

昨
年
11
月
12
日
に
美
方
郡
農
村
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー（
新
温
泉
町
歌
長
）

で
行
わ
れ
た
「
第
８
回
香
美
町
子
牛
品
評
会 

後
期
の
部
」（
町
と
Ｊ
Ａ
た

じ
ま
が
主
催
）。
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
牛
が
審

査
対
象
で
、
雄
・
雌
の
部
に
は
雌
牛
34
頭
が
、
去
勢
の
部
に
は
10
頭
が
出

品
さ
れ
、
全
国
和
牛
登
録
協
会
の
登
録
審
査
基
準
に
基
づ
き
資
質
、
品
位
、

体
格
な
ど
に
つ
い
て
厳
正
な
審
査
を
受
け
ま
し
た
。

　

雄
・
雌
の
部
で
は
福
田
富
夫
さ
ん
（
小
代
区
久
須
部
）
の
「
さ
ち
ふ
く
」

が
一
等
一
席
を
受
賞
。「
牛
舎
が
川
沿
い
に
あ
る
の
で
、
夏
の
暑
さ
は
気

に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
受
賞
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

 

豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
「
但
馬
牛
」
の
伝
統
を
後
世
に
…　

第
８
回
香
美
町
子
牛
品
評
会 

後
期
の
部

▲【雄・雌の部 一等一席】「さちふく」▲【去勢の部 金賞】「常丸」

主
な
受
賞
牛

◆
雄
・
雌
の
部

　

一
等
一
席
「
さ
ち
ふ
く
」

　
　
　

福
田
富
夫
（
小
代
区
久
須
部
）

　

同
二
席
「
つ
る
み
２
」

　
　
　

上
田
伸
也
（
村
岡
区
宿
）

　

同
三
席
「
ひ
で
よ
し
」

　
　
　

上
田
伸
也
（
村
岡
区
宿
）

　

同
四
席
「
み
や
よ
し
づ
る
」

　
　
　

中
村
ま
ゆ
み
（
小
代
区
東
垣
）

　

同
五
席
「
こ
う
ふ
く
12
」

　
　

淀 

貴
至
（
香
住
区
丹
生
地
）

◆
去
勢
の
部

　

金
賞
一
席
「
常
丸
」

　
　
　

朝
倉
久
子
（
小
代
区
野
間
谷
）

　

同
二
席
「
光
福
芳
２
」

　
　
　

井
上
哲
也
（
村
岡
区
熊
波
）

　

同
三
席
「
辰
次
」

　
　
　

藤
原
幸
惠
（
小
代
区
神
水
）

（
賞
、
名
号
、
畜
主
名
、
産
地
の
順
、
敬
称
略
）

野
）
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 24年 12 月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
▼
今
年
は
巳
（
蛇
）
年

で
す
ね
。「
蛇
穴
を
出い

づ
」
と
い

う
言
葉
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
の

で
は
。
春
の
季
語
の
一
つ
で
、
地

中
で
冬
眠
し
て
い
た
蛇
が
春
暖
に

な
っ
て
地
上
に
出
て
く
る
こ
と
を

い
い
ま
す
▼
長
引
く
景
気
の
低
迷
、

雇
用
不
安
な
ど
私
た
ち
を
取
り
巻

く
状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

脱
出
し
、
よ
り
よ
い
１
年
に
し
た

い
も
の
で
す
▼
皆
さ
ん
に
と
っ
て

巳
（
身
）
も
心
も
温
か
い
年
と
な

る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
今
年
も
ご
指
導
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
（
み
う
ら
）

ー
編
集
後
記
ー

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（11/21 ～ 12/16）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※ このコーナーは、先月（11/21 ～ 12/16）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

季
節
の
花
で
寄
せ
植
え
に
挑
戦
！

香
り
の
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
秋
（
11
月
24
日
、
香
住
文
化
会
館
）

　

季
節
ご
と
に
美
し
い
姿
を
見
せ
る
花
を
楽
し
み
な
が
ら
、
花
い
っ

ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
香
り
の

花
フ
ェ
ス
タ
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）。
８
回
目
を
数
え
る
今
回
は
、

昨
年
11
月
24
日
に
香
住
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
花
の
愛
好
家
約
30
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
前
日
に
行
わ
れ
た
寄
せ
植
え
コ
ン
テ
ス
ト
の
審

査
結
果
を
発
表
。
最
優
秀
賞
を
田
中
富と

み

よ

美
代
さ
ん
（
小
代
区
神
水
）、

優
秀
賞
を
中
島
廣
子
さ
ん
（
村
岡
区
水
上
）、亀
村
喜
代
美
さ
ん
（
香

住
区
訓
谷
）、
佳
作
を
徳
山
清
子
さ
ん
（
村
岡
区
相
田
）、
板
坂
久
美

子
さ
ん
（
村
岡
区
福
岡
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
、
太
田
吉
春
実
行
委

員
長
か
ら
表
彰
状
な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
立
淡
路

景
観
園
芸
学
校
の
藤
岡
成せ

い
す
け介

講
師
が
植
物
を
生
か
し
た
景
観
づ
く
り

に
つ
い
て
講
演
。「
香
美
町
は
花
の
多
い
地
域
。
彩
り
を
考
え
て
植

え
れ
ば
も
っ
と
美
し
い
町
に
な
る
」
と
草
花
の
配
色
の
重
要
性
に
つ

い
て
説
明
。
会
場
で
は
、
寄
せ
植
え
実
習
や
押
し
花
を
使
っ
た
ス
ト

ラ
ッ
プ
作
り
な
ど
も
行
わ
れ
、

愛
好
家
が
花
と
の
触
れ
合
い

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
、
田
渕

悠や

す

よ代
さ
ん
（
村
岡
区
長
板
）

は
「
色
の
組
み
合
わ
せ
に
工

夫
し
て
季
節
感
の
あ
る
寄
せ

植
え
が
で
き
た
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
に
６
次
産
業
化
を
！

第
17
回
美
方
郡
農
山
漁
村
活
性
化
大
会
（
11
月
29
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　

６
次
産
業
化
の
機
運
を
高
め
て
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
「
第
17
回
美
方
郡
農
山

漁
村
活
性
化
大
会
」
が
昨
年
11
月
29
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
産
業
関
係
団
体
や
行
政
な
ど
で
組
織
す
る
美
方
郡
農
業
改
良
普
及

事
業
推
進
協
議
会
が
主
催
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。
来
場
し
た
約
２
０
０
人

は
、
大
会
テ
ー
マ
「
６
次
産
業
化
で
地
域
を
元
気
に
」
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
講
演
や

事
例
発
表
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
、
地
域
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
農
林
水
産
業
の
衰
退
や
担
い
手
の
高
齢
化
や
減
少
、
雇
用
・
就
業
機
会
の

減
少
な
ど
を
打
開
す
る
た
め
に
、地
域
資
源
の
活
用
や
生
産
（
１
次
）・
加
工
（
２
次
）

・
流
通(

３
次
）
の
一
体
的
な
事
業
展
開
を
行
い
「
も
う
か
る
農
林
水
産
業
」
の
実

現
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
生
産
・
加
工
・
販
売
を
掛
け
合
わ
せ
る
６

次
産
業
化
が
元
気
な
地
域
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
後
、

豊
岡
市
但
東
町
で
農
業
の
傍
ら
卵
か
け
ご
飯
の
専
門
店
や
農
産
物
直
売
所
を
経
営
す

る
株
式
会
社
西
垣
養
鶏
場
の
西
垣
源げ

ん
し
ょ
う正

代
表
取
締
役
社
長
が
講
演
し
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
紹
介
。

　

約
１
万
羽
の
採
卵
鶏
で
卵
を
生
産
・
販
売
、
５
ha
の
田
ん
ぼ
で
米
を
生
産
す
る
西

垣
氏
。
卵
や
米
を
単
品
で
売
る
だ
け
で
な
く
、
付
加
価
値
を
つ
け
よ
う
と
平
成
18
年

に
卵
か
け
ご
飯
専
門
店
「
但た

ん
く
ま熊

」
を
開
業
。「
お
い

し
い
も
の
を
安
価
で
提
供
す
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、

お
客
さ
ん
に
満
足
感
を
持
っ
て
も
ら
い
『
も
う
け

た
』
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
こ
そ
が
大
事
な
の
で

は
」
と
強
調
。
そ
の
上
で
「
都
会
に
住
ん
で
も
不

平
不
満
は
必
ず
感
じ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
今
、
住

ん
で
い
る
場
所
に
感
謝
し
、
生
き
が
い
を
持
っ
て

挑
戦
し
て
み
て
は
」
と
会
場
に
訴
え
か
け
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
春
来
そ
ば
生
産
組
合
の
田
中

和
元
組
合
長
、
御
火
浦
村
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
の
向

根
敏
己
副
代
表
、
株
式
会
社
ト
キ
ワ
の
柴
崎
一
秀

代
表
取
締
役
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
発
表
し

ま
し
た
。

▲講師の指導を受けながら寄せ植えを行う参加者▲講師の指導を受けなながら寄せ植えを行う参加者

▲ 6次産業化のヒントを探る参加者▲ 6次産業化のヒントを探る参加者
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畑
の
〝
ル
ビ
ー
〞

美
方
大
納
言
小
豆
を
堪
能
！

美
方
大
納
言
小
豆
ま
つ
り

　
　

（
12
月
２
日
、
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
）

　

風
味
が
あ
り
煮
崩
れ
し
に
く
い
と
い
わ
れ
る
美
方
大
納
言
小

豆
。
こ
の
特
産
化
と
Ｐ
Ｒ
を
図
ろ
う
と
昨
年
12
月
２
日
、
美
方

郡
内
の
２
会
場
で
「
美
方
大
納
言
小
豆
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
祭
り
は
香
美
、
新
温
泉
両
町
の
生
産
者
や
行
政
、

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
な
ど
が
組
織
す
る
美
方
大
納
言
小
豆
ブ
ラ
ン
ド
推

進
協
議
会
が
企
画
し
、
美
方
郡
内
２
会
場
で
行
っ
た
も
の
。
香

美
町
で
は
、
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
で
地
元
産
小
豆
を
使
っ

た
ぜ
ん
ざ
い
や
ぼ
た
も
ち
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
ぼ
た
も
ち

の
早
食
い
大
会
や
地
元
産
野
菜
の
直
売
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ぼ
た
も
ち
の
早
食
い
大
会
に
は
７
組
14
人
が
参
加
。
２
人
１

組
で
、
口
に
く
わ
え
た
長
さ
約
30
㎝
の
ヘ
ラ
で
ぼ
た
も
ち
５
個

を
す
く
っ
て
相
手
に
食
べ
さ
せ
、
そ
の
早
さ
を
競
う
も
の
で
、

途
中
で
水
分
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
口
の
周
り
に
あ
ん

を
付
け
な
が
ら
も
、
ぼ
た
も
ち
が
な
か
な
か
飲
み
こ
め
な
い
参

加
者
の
姿
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
笑
い
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
の
は
澤
田
富
雄
さ
ん
（
姫
路
市
）
と
道
下
清き

よ

ひ

と人

さ
ん
（
豊
岡
市
）
ペ
ア
で
、

タ
イ
ム
は
１
分
06
秒
72
。

「
ぼ
た
も
ち
を
何
個
も
口

に
入
れ
て
な
か
な
か
飲
み

こ
め
な
か
っ
た
け
ど
、
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
。
副

賞
の
但
馬
牛
を
も
ら
っ
て
、

ま
さ
に
『
棚
か
ら
ぼ
た
も

ち
』
の
よ
う
」
と
う
れ
し

そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
を
祈
願
！

ゴ
ン
ド
ラ
停
止
を
想
定
し
救
助
訓
練
！

冬
山
開
き
安
全
祈
願
祭
（
12
月
３
日
、
ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
）

ゴ
ン
ド
ラ
救
助
訓
練
（
12
月
7
日
、
お
じ
ろ
ス
キ
ー
場
）

　

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
昨
年
12
月
３
日
、
ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
で
「
冬
山
開
き

安
全
祈
願
祭
」
が
行
わ
れ
、
ス
キ
ー
場
や
観
光
・
行
政
関
係
者
な
ど
約
50
人
が
出
席
。

冬
山
の
安
全
と
十
分
な
降
雪
、
ス
キ
ー
場
の
盛
況
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

鉢
伏
山
山
頂
を
望
む
同
ス
キ
ー
場
野
間
ゲ
レ
ン
デ
で
行
わ
れ
た
神
事
で
は
、
宮
司
に

よ
る
祝
詞
奏
上
や
清
め
の
儀
式
の
後
に
、
ハ
チ
北
観
光
協
会
西
村
清き

よ

し志
理
事
長
な
ど
関

係
者
が
次
々
に
玉
ぐ
し
を
奉
納
。
２
日
前
か
ら
の
降
雪
で
雪
化
粧
を
ま
と
っ
た
ゲ
レ
ン

デ
で
は
、
シ
ー
ズ
ン
到
来
を
待
ち
わ
び
た
ス
キ
ー
ヤ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
に
よ
る
滑

り
初
め
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
村
理
事
長
は
「
安
全
祈
願
祭
の
際
に
ゲ
レ
ン
デ
が
白
く
な
る
こ
と
は
近
年
な
か
っ

た
。
今
年
は
十
分
な
積
雪
が
期
待
で
き
る
う
え
、
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
も
八
鹿
・
氷

ノ
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
北
伸
し
た
こ
と
で
、
京
阪
神
か
ら
さ
ら
な
る
来
場
者
が

見
込
め
る
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
冬
山
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
期
待
を
込
め
て
い

ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
７
日
、
お
じ
ろ
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
付
近
で
緊
急
時
を
想
定
し
た
救
助

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

標
高
差
約
４
０
０
ｍ
、
片
道
約
２
㎞
を
約
７
分
で
結
ん
で
い
る
こ
の
ゴ
ン
ド
ラ
は
年
間
約
３
万
人
強

が
利
用
。
訓
練
は
有
事
の
際
の
対
応
を
確
認
し
よ
う
と
、
毎
年
冬
山
シ
ー
ズ
ン
前
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
の
は
お
じ
ろ
観
光
協
同
組
合
と
小
代
山
岳
遭
難
救
助
隊
の
約
10
人
。
ゴ
ン
ド
ラ
が
運
行
中
に

途
中
停
止
し
乗
客
が
取
り
残
さ
れ
た
想
定
で
、
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
地

上
に
降
ろ
す
手
順
や
連
携
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

乗
客
役
の
関
係
者
が
乗
る
ゴ
ン
ド
ラ
が
緊
急
停
止
す
る
と
、
訓
練

参
加
者
は
ゴ
ン
ド
ラ
と
地
上
に
分
か
れ
、
声
を
掛
け
な
が
ら
機
敏
に

対
応
し
、
乗
客
を
確
実
に
地
上
に
降
ろ
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
は
「
こ
の
訓
練
は
大
変
重
要
な
も
の
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
事
態
が
起
き
な
い
よ
う
安
全
運
行
に
努
め
た
い
」
と
固
く

誓
っ
て
い
ま
し
た
。

▲祈願祭では、滑り初めを行う 3人もおはらいを受けた▲祈祈願祭では 滑り初めを行う 3人もおはらいを受けた

▲ヘラで器用にぼたもちをすくう子ども▲ヘラで器用にぼたもちをすくう子ども用にぼたもちをすくう子ども

▲ 救助方法を確認する訓練参加者
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役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
94
号
）
平
成
25
年
1
月
10
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

まちのうごき

（平成 24 年 12 月 1 日現在）

合　計　20,260 人（－  26）

　男　　 9,683 人（－   4）

　女　　10,577 人（－  22）

世帯数  6,841 世帯（－   4）

カッコ内は前月比

れ
、
い
す
に
座
っ
た
姿
を
し
て
い
ま
す
。

　

言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
十
七
条
憲
法
の
制
定
や
遣
隋
使
の

派
遣
な
ど
を
行
い
、
仏
教
を
厚
く
信
仰
し
た
と
い
わ
れ
る
聖

徳
太
子
が
自
ら
彫
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
聖
徳
太
子
の
没
後
、

仏
教
を
排
斥
し
よ
う
と
す
る
勢
力
に
よ
っ
て
難な

に

わ

の

つ

波
津
（
現
在

の
大
阪
市
付
近
の
港
）
で
海
に
投
げ
入
れ
ら
れ
、
帝
釈
寺
付

近
の
海
岸
に
流
れ
着
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
仏
像
に
は
正
安
３
（
１
３
０
１
）
年
と
の
記
載
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
作
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。

　

帝
釈
天
は
釈し

ゃ

か迦
が
悟
り
を
開
く
こ
と
を
助
け
、
仏
教
の
守

護
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
帝
釈
寺
の
も
の
は
、
人
間
の
煩
悩

を
退
け
、
過
去
・
現
在
・
未
来
を
見
抜
く
第
３
の
目
が
額
に

あ
る
ほ
か
、
右
手
の
筆
と
左
手
の
帳
面
で
す
べ
て
の
生
き
物

の
善
悪
を
記
す
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
文
化
財
も
同
じ
く
帝
釈
寺
に
あ
る
、
江
戸
時
代
初
期

の
造
園
と
い
わ
れ
る
町
指
定
名
勝
「
帝
釈
寺
庭
園
」
で
す
。

　

こ
の
庭
園
は
、
水
を
使
わ
ず
、
敷
き
詰
め
ら
れ
た
白
砂
や

小
石
を
水
面
に
見
立
て
た
う
え
、
大
小
の
自
然
石
を
配
置
し

て
独
特
の
世
界
観
を
表
現
す
る
枯か

れ

さ

ん

す

い

山
水
の
様
式
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
不
老
不
死
の
仙
人
が
住
む
蓬ほ

う

ら

い

じ

ま

莱
島

に
見
立
て
た
「
礼ら

い

は

い

せ

き

拝
石
」
や
宝
船
に
見
立
て
た
「
舟ふ

な

が

た

い

し

形
石
」

が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蓬
莱
式
庭
園
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

水
の
無
い
所
に

水
を
見
て
、
無
言

の
石
に
人
々
の
願

い
を
込
め
、
そ
し

て
庭
園
が
静
か
に

語
り
か
け
る
自
然

の
美
し
さ
に
耳
を

傾
け
た
先
人
た
ち
。

私
た
ち
が
忘
れ
て

い
る
「
何
か
」
が
、

そ
こ
に
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

今
年
最
初
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
ふ
る
さ
と
香
美
第
71
号

で
ご
紹
介
し
た
町
指
定
文
化
財
「
青
銅
製
経

き
ょ
う
づ
つ筒

」
の
あ
る
帝

釈
寺
（
香
住
区
下
浜
）
の
２
つ
の
文
化
財
で
す
。

　

飛
鳥
時
代
の
末
期
、
大
宝
律
令
（
日
本
で
最
初
に
刑
法
、

行
政
法
な
ど
を
備
え
た
法
典
）
が
完
成
し
た
翌
年
に
あ
た
る

大
宝
２
（
７
０
２
）
年
に
道

ど
う
し
ょ
う昭
上

し
ょ
う
に
ん人
が
開
山
し
た
と
い
わ
れ

る
帝
釈
寺
。
１
３
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
由
緒
正
し
き

古
刹
（
古
寺
）
で
す
。

　

そ
の
本
尊
と
し
て
安
置
さ
れ
て
い
る
の
が
、
今
回
ご
紹
介

す
る
文
化
財
の
一
つ
、県
指
定
文
化
財
「
木
造
帝
釈
天
倚
像
」

で
す
。
高
さ
約
１
・
５
ｍ
、
部
材
を
組
み
合
わ
せ
て
造
ら
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
全
身
が
１
本
の
ヒ
ノ
キ
か
ら
彫
り
出
さ

第
29
回

木
造
帝

た

い

し

ゃ

く

て

ん

釈
天
倚い

ぞ

う像
と

帝
釈
寺
庭
園

▲帝釈寺庭園（中央付近の平たい石が礼拝石、その左上が舟形石）

▲木造帝釈天倚像


